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茨木市立北中学校                      2022年４月１１日 

進路指導とは 

進路指導ときくと、どんなイメージをみんなは思い浮かべますか。先生はこの仕事につ

いて最初の頃は「進路指導=全日制の高校への進学」のイメージがありました。でも、実際

は違いました。高校進学だけが進路ではありません。人によっていろんな進路があります。

高等専修学校、通信制、定時制、全日制、就職など色々と進路先はあります。どの進路を選

ぶかは自分次第です。そのためには中学卒業後に自分が何をしたいのかを、将来のビジョ

ンが大切です。「自分で考え、自分で決定する」を大切にして進路指導を行っていきますの

で、この１年間で自分にあった進路を真剣に考えてほしいと思います。 

 

先生から伝えたいこと 

・進路で悩んでいることがあれば、早めに担任の先生、学年の先生、進路指導の先生に相談

しましょう。 

 →昨年４月だけで数名の生徒が相談に来ました。何かあれば気軽に話しかけてください。 

 

・オープンスクールや説明会に積極的に参加しましょう。 

→昨年度の生徒は、ほとんどの生徒が参加していました。参加することで高校の雰囲気 

が感じられると思います。 

 

・受験は団体戦です。みんなで頑張りましょう。 

→受験前は、不安になる生徒がほとんどです。それを乗り越えるためにも日頃からクラス

や友達と支え合って勉強を頑張っていきましょう。 

 

・積み重ねの努力をしよう。 

→勉強は積み重ねが大事です。日頃の授業を大切にしていきましょう。それと同時に１、

２年生の復習も９月までに終わらせましょう。「積み重ね＝自信」につながります。 

 

・進路通信や高校のチラシなどに必ず目を通しましょう。 

 →そのチラシで自分の人生が大きく変わる人もいます。大事にして下さい。 

 



 

公立入試のシステム 

今年卒業した生徒から、もっと早くから入試のシステムを知りたかったと意見を聞きま

した。そこで大阪府の公立入試について少し載せようと思います。 

 

①昨年度の入試では、次のように調査書と学力検査を入試の資料として使います。 

 調査書の満点 学力検査の満点 総合点 

 

特別選抜 

 

１年生（５段階×９教科×１倍） 

２年生（５段階×９教科×１倍） 

３年生（５段階×９教科×３倍） 

合計 225 点 

 

45 点×５教科 

 

合計 225 点 

 

500 点 

 

一般選抜 

 

１年生（５段階×９教科×２倍） 

２年生（５段階×９教科×２倍） 

３年生（５段階×９教科×６倍） 

合計 450 点 

 

90 点×５教科 

 

合計 450 点 

 

900 点 

※特別選抜は、実技のテスト or 面接などがあったりします。 

※英語の学力検査において外部検定（英検など）のスコア等に応じた点数保証があります。 

※国・数・英→基礎・標準・発展の３種類の問題があります。社・理→１種類のみ。 

 

 

②総合点は、調査書と学力検査に一定の倍率をかけて求め、合否の判定に用います。 

タイプ 学力検査にかける倍率 調査書にかける倍率 学力検査と調査書の比率 

Ⅰ 1.4 倍 0.6 倍 ７：３ 

Ⅱ 1.2 倍 0.8 倍 ６：４ 

Ⅲ 1.0 倍 1.0 倍 ５：５ 

Ⅳ 0.8 倍 1.2 倍 ４：６ 

Ⅰタイプ…北野/春日丘/茨木/三島/刀根山/箕面/山田/槻の木/千里/豊中/千里青雲 

Ⅱタイプ…茨木西/吹田東/芥川/摂津/阿武野/北摂つばさ/芥川/阿武野/北千里/大冠 

Ⅲタイプ…茨木工科/農芸/柴島/都島工業/淀川工科/都島工業 

Ⅳタイプ…福井/園芸 

 

 

今年度も進路担当は平賀が担当させてもらいます。就職・奨学金担当は西田です。一年間

よろしくお願いします。 


